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就

て

同

村

保

-、

緒

言

米
は
蝦
令
肉
眼
的
に
優
良
で
あ
り
、
且
つ
共
理
事
的
性
質
が
優
れ
て
居
っ
て
も
、
味
が
不
良
な
る
に
於
て
は
、
商
品
的
慣
値
が
下
っ
て
も

亦
や
む
を
得
た
い
事
と
忠
ふ
。
米
の
品
質
に
闘
す
る
研
究
は
、
多
数
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
諸
種
の
方
面
か
ら
進
め
ら
れ
て
来
た
け
れ

rも

唯
食
味
の
方
面
丈
け
は
殆
ん

r進
め
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
と
一
再
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
従
来
米
の
食
味
の
鑑
定
に
は
科
事
的
な
精
確
た
方

法
が
無
く
、
従
っ
て
之
れ
が
表
現
法
も
至
極
漠
然
と
し
た
腰
昧
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
主
翻
的
で
め
る
矯
め
に
、
研
究
が
相
官
困
難

で
あ
る
と
さ
れ
て
居
っ
た
事
に
起
因
し
て
居
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
併
し
米
の
食
味
が
異
る
以
上
は
、
米
の
食
味
と
相
閥
的
な
聞
係
を
有
す
る

何
等
か
の
特
質
が
存
在
せ
た
〈
て
は
な
ら
た
い
。
若
し
米
の
食
味
の
良
否
と
密
接
の
闘
係
に
あ
る
特
質
を
見
出
す
事
が
出
来
れ
ば
、
食
味
の

良
否
を
客
観
的
に
取
扱
ふ
事
が
出
来
る
か
ら
し
て
、
組
ゆ
る
方
面
よ
り
研
究
を
進
め
る
事
が
出
来
る
と
忠
ふ
。
著
者
は
此
の
意
味
に
於
て
、

先
づ
米
の
食
味
の
良
否
と
密
接
の
閥
係
に
あ
る
特
質
要
素
の
探
究
を
試
み
、
共
で
米
の
食
味
を
表
は
ず
指
標
の
決
定
を
試
み
、
更
に
進
ん
で

米
の
食
味
と
土
質
、
青
米
歩
合
、
乾
操
、
新
古
費
質
、
降
雨
浸
水
等
と
の
閥
係
、
及
び
飯
の
食
味
と
水
質
と
の
聞
係
等
の
研
究
を
行
っ
て
見

た
。
飯
の
食
味
の
良
否
は
凡
そ
弐
の
三
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
る
L
も
の
と
思
ふ
。



〈
イ
)

米
が
有
す
る
有
味
物
質
量
の
多
少
、
及
び
米
の
イ
オ
ン
化
程
度
の
大
小
。

〈
ロ
)

炊
飯
に
使
用
す
る
水
質
の
良
否
。

炊
飯
法
の
優
劣
。
《
例
へ
ば
火
加
減
、
加
熱
時
間
、
水
加
減
、
炊
飯
絡
の
良
否
等
〉

、J

、J

4

・z
n

w

u

(
ハ
〉
に
園
局
す
る
研
究
は

t
津
田
浦
喜
子
女
史
(
、
守
屋
氏
(
、
下
回
博
士
及
び
共
他
の
論
文
が
あ
り
、
至
極
受
賞
の
事
で
る
る
と
思
ふ
・

、J
A
り

《
ロ
V

に
岡
崎
ず
る
研
究
は
、
今
日
迄
に
質
験
的
た
も
の
は
無
く
、
パ
い
唯
禅
問
徳
蹴
氏
が
有
益
な
る
蝿
験
を
費
表
し
て
居
ら
れ
る
位
の
も
の
で
あ

(

ハ

)

る
。
〈
イ
)
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
賓
験
的
研
究
が
な
い
。
以
上
は
飯
の
食
味
に
闘
し
て
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
理
屈
ぽ
く
一
五
へ
ば
米
の
食
味
と
飯

の
食
味
と
は
若
干
の
差
が
無
い
で
も
な
い
。
印
ち
米
の
食
味
と
一
再
ふ
と
、
主
と
し
て
米
共
者
が
持
っ
て
居
る
有
味
物
質
量
の
多
少
と
か
、
イ

オ
ン
化
程
度
の
大
小
と
か
在
意
味
し
て
居
り
、
飯
の
食
味
と
云
ふ
と
、
以
上
の
他
に
水
質
、
水
量
と
か
炊
飯
法
と
か
が
加
っ
て
居
る
か
ら
、

文
句
は
不
通
営
だ
が
、
加
工
米
の
味
と
云
っ
た
事
に
な
る
。
著
者
が
裁
で
取
扱
ふ
の
は
、
主
と
し
て
米
共
者
の
味
に
閲
し
て
で
あ
っ
て
、
序

に
《
ロ
)
の
水
質
の
良
否
に
就
て
も
述
べ
皮
い
と
思
ふ
。

=、

賓

験
友
び
考
察

一
、
米
の
味
の
指
標
の
決
定

米
の
味
の
良
否
は
何
に
よ
っ
て
直
別
し
得
る
か
。
印
ち
米
の
味
の
指
標
b
L
決
定
す
る
矯
め
に
、
本
邦
各
地
の
農
事
試
駒
場
の
御
好
意
に
よ

っ
て
、
敬
雄
後
間
も
な
い
米
七
十
七
黙
を
集
め
、
米
粉
糊
の
比
粘
度
、
釜
殖
歩
合
、
米
の
水
議
イ
オ
シ
淡
度
、
遊
離
陣
ア
ミ
ノ
酸
、
水
溶
世
成

分
《
葡
萄
倍
、
糊
精
、
輩
出
糸
質
物
、
乾
岡
物
)
、

一
般
成
分
(
次
分
、
組
繊
維
、
組
脂
肪
、
組
蛋
白
、
炭
水
化
物
V

等
を
調
べ
、
併
せ
て
試
食

米

の

食

味
M
K

就
て

一O丸
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米
の
食
曲
?
に
就
て

一
一
四

兎
問
団
亙

-tE開
封
割
一

LLL関

一山一…武器一……章一一主主凶器問

強
い
叫
州

~ larr .B! 

育
米
歩
合
の
多
少
と
食
味
と
の
聞
係
は
改
め
て
記
挫
す
る
か
ら
裁
で
は
省
略
す
る
が
、
或
る
程
度
迄
は
嗣
係
が
あ
る
。

の
大
小
と
が
面
白
い
相
互
醐
係
を
結
ん
で
居
る
結
果
か
ら
で
あ
っ
て
、
絶
封
的
の
も
の
と
は
云
へ
な
い
の
で
あ
る
・

千
粒
重
は
、
小
怠
る
も
の
は
大
な
る
も
の
に
比
し
て
食
味
が
劣
る
や
う
念
傾
向
を
示
し
て
届
る
が
、
之
れ
は
噌
好
と
栽
培
地
の
集
候
と
粒

つ
ま
り
主
と
し
て
小
粒

種
を
噌
好
し
て
栽
培
し
て
居
る
地
方
は
、
北
陸
、
闘
束
、
北
海
道
、
東
北
方
面
で
あ
る
が
、
此
地
方
は
米
の
充
賓
度
が
不
十
分
だ
し
‘
乾
坤

法
も
亦
良
く
な
い
と
云
っ
た
事
が
相
互
に
結
ば
っ
た
其
上
に
、
気
候
、
土
質
、
品
種
と
一
五
っ
た
事
も
開
係
し
℃
と
ん
な
事
に
な
っ
た
の
で
b

る
。
そ
れ
で
若
し
今
後
以
よ
の
地
方
に
、
中
粒
種
乃
豆
大
粧
種
の
早
生
檀
乃
車
中
生
種
b
L
栽
培
す
れ
ば
、
此
様
な
結
呆
に
は
な
ら
な
い
筈
す

あ
る
。米

の
戸
、
之
れ
は
大
い
に
聞
係
が
あ
る
。

る
。
帥
ち
戸
慣
が
段
々
小
と
な
る
事
は
、
日
イ
オ
ン
の
合
量
が
多
く
な
ワ
て
、
酸
味
が
担
く
た
る
事
で
る
る
か
ら
、
米
の
中
の
甘
味
を
弱
め

一
般
に
醍
味
は
甘
味
を
弱
め
る
作
用
を
有
し
、
耐
味
は
甘
味
を
帯
助
す
る
作
用
が
あ
る
か
ら
で
あ

て
感
ぜ
し
め
る
や
う
に
走
り
、
同
慣
が
大
と
な
る
事
は
共
反
謝
で
、
輯
味
を
加
へ
て
甘
味
を
強
め
て
感
ぜ
し
め
る
や
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。



水溶性乾聞物の主要成分

~と
米の中に含 水溶性.固物中の成分制合
まる h水物溶量

灰分 |警察附|制勝|翻精|業他性'包囲

ノ。0ノ

6.87 
ノ。/。

46旬% 31.叩% 
% 

朝鮮産申 銀 9.部 1.59 13.47 

a極貧際E量旭二七撹 9.32 6.24 L53 44.34 27.f)l 加.22

長崎軍事産瀞 愛 7.04 6.92 1.73 40.日 31.括 19.22 

奈良際産改良旭 7.02 6.84 1.87 43.国 32.33 15.91 

長崎層需産晩生旭 4.92 9.85 2.19 33.70 45.95 8.31 

北海道産坊主五貌 5.10 13.96 333 '.?l.71 41.田 3.44 

第三表

事
阜
の
食
味
に
就
て

積
剛
萄
街
、
之
れ
も
大
い
に
関
係
し
て
居
る
。
邸
ち
米
の
ウ
マ
ミ
は
大
部
分
甘
味
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

水
溶
性
乾
聞
物
量
、
之
れ
も
大
い
に
闘
係
し
て
居
る
・
な
ぜ
な
れ
ば
、
水
溶
性
乾
聞
物

は
弐
の
貰
験
例
に
も
一
所
ず
却
〈
、
主
と
し
て
葡
萄
臨
聞
か
ら
&
り
、
共
他
に
有
〈
も
4
オ
シ

化
し
た
る
有
味
物
質
は
全
部
混
9
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
乾
聞
物
量
の
多
い
も
の

程
補
萄
糖
の
量
は
多
い
の
で
あ
る
。

粗
繊
維
や
粗
蛋
白
は
、
食
味
の
良
否
と
負
の
闘
係
に
あ
る
や
う
た
傾
向
を
示
し
て
回
腐
る

が
、
之
れ
は
直
ち
に
有
味
物
質
と
し
て
の
役
割
は
少
い
も
の
2

と
し
て
努
へ
て
‘
祭
文
ヘ
念

い
か
ら
、
有
昧
物
質
の
探
究
に
は
取
扱
ふ
傾
値
は
絵
り
無
い
。
粗
蛋
白
の
中
に
は
遊
離
ア

ミ
ノ
酸
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
遊
離
ア
ミ
ノ
酸
設
は
絵
り
顕
著
で
な
い
か
ら
し
て
、
遊
離
陣
ア
ミ

ノ
酸
態
調
・
と
か
或
は
粗
蛋
白
と
し
て
は
問
題
に
す
る
迄
も
な
い
と
思
ふ
。
粗
繊
維
は
有
味

物
質
で
は
な
い
か
ら
闘
係
は
な
い
・
併
し
米
の
品
質
上
の

一
側
面
を
ば
窺
ふ
事
が
出
来
る
・

部
ち
ば
以
上
の
中
で
何
が
食
味
の
良
否
と
最
も
・
探
い
聞
係
に
あ
る
か
と
云
ふ
に
、
そ
れ

は
米
の
凶
一
恨
の
大
小
と
、
水
溶
性
乾
聞
物
量
の
多
少
と
の
二
つ
で
あ
る
。
故
に
著
者
は
此

二
つ
を
以
て
米
の
食
味
の
指
標
と
決
定
し
た
。
此
二
つ
を
以
て
す
れ
ば
、
米
の
同
慣
に
よ

つ
て
は
米
の
イ
オ
ン
の
血
変
化
欽
態
を
知
る
事
が
出
来
る
し
、
水
溶
性
乾
聞
物
よ
り
は
イ
オ

一
一
五



米

の

食

味

に

就

亡

シ
含
量
の
多
少
卸
ち
有
味
物
質
の
組
て
を
表
は
す
事
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
著
者
は
他
の
多
数
の
資
胎
結
果
を
も
参
考
と
し
て
、

一
一
六

米
の
凶
慣
に
よ
っ
て
米
の
食
味
を
弐
の
如
ノ
h
分
類
し
た
。

六
・
八
七
以
上
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
食
味
優

米
の
同
僚

叉
水
溶
性
乾
間
物
量
よ
り
は
、

次
の
如
て
分
類
し
た
。

同

六
・
八
七

l
六
・
六
八
:
・
:
;
・
:
:
食
味
良

水
槽
性
乾
聞
物
量
七
・
五
%
以
上
:
・
:
;
:
;
:
・
・
食
味
優

同

六
・六
八

l
六
・
五
九

:
j
i
-
-
:
食

味

可

同

七
・
五

1
4ハ
・
五
:
:
:
:
:
:
食
味
良

同

六
・
五
l
一九
・
五
:
・
:
:
:
:
・食

味

可

五
・五
以
下

:
:
:
:
j
i
-
-
:食
味
不
可

同

六
・
五
九
以
下
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
食
味
不
可

同

以
上
の
分
類
怯
今
後
倫
訂
正
を

F
Vる
事
と
思
ふ
が
、
参
考
迄
に
掲
載
し
た
。
然
ら
ば
刊
の
測
定
法
と
、
水
溶
性
乾
聞
物
の
測
定
法
と
、

食
味
鑑
定
上
何
れ
を
佳
と
す
る
か
と
云
ふ
に
、
仰
の
測
定
は
、
日
イ
オ
ン
の
多
寡
を
調
べ
て
食
味
の
良
否
を
判
別
す
る
も
の
で
あ
る
。
帥
ち

一
般
に
新
米
は
阿
慣
約
七
前
後
の
中
性
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
若
し
化
事
的
副
理
化
を
生
や
れ
ば
、
自
ら
H
イ
オ
シ
が
場
加
し
て
酸
性

の
度
を
強
か
ら
し
め
る
事
に
な
り
、
同
慣
は
弐
第
に
小
と
な
る
。
そ
れ
で
凶
慣
が
小
と
な
り
、

日
イ
オ
シ
が
増
加
し
た
や
う
な
米
は
、
必
然

食
味
は
劣
る
事
に
な
る
。
以
上
の
ゃ
う
で
あ
る
か
ら
、
米
の
化
事
的
費
化
の
有
無
は
極
め
て
確
賓
に
測
定
す
る
事
が
出
来
る
が
、
併
し
有
味

物
質
の
多
寡
は
、
必
や
し
も
H
イ
オ
ン
の
多
寡
の
み
で
は
現
は
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
と
と
ろ
が
水
溶
性
乾
聞
物
量
は
、
同
の
費
化
と
剛
係

を
有
す
る
と
同
時
に
、
有
味
物
質
の
絶
謝
量
を
も
現
は
す
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
食
味
の
良
否
の
鑑
定
は
、
刊
の
測
定
よ
り
も
寧
ろ
水
一
搭

性
乾
因
物
の
測
定
法
を
住
と
す
べ
き
で
あ
る
。
叉
阿
の
測
定
法
は
新
米
の
刊
の
幅
が
比
較
的
小
で
あ
る
か
ら
、
分
類
に
粉
々
困
難
を
時
間
守
る

材
れ
ど
も
、
水
溶
性
乾
朋
物
量
凶
品
、
新
米
に
於
て
も
共
輔
大
き
く
L
て
分
類
が
容
易
で
あ
る
。
且
つ
共
上
水
博
性
乾
聞
物
含
量
は
、
共
帽
大



た
る
事
と
含
量
が
結
教
と
し
て
取
扱
ふ
の
に
極
め
て
都
合
が
良
い
か
ち
し
て
、
直
ち
に
黙
教
と
し
て
も
取
扱
ふ
事
が
出
来
る
。
斯
く
す
れ
ば

食
味
は
之
れ
を
根
織
の
あ
る
敢
値
に
で
現
は
す
事
が
出
来
て
、
如
何
・
な
る
土
地
如
何
な
る
時
で
も
客
腕
的
に
取
扱
ふ
事
が
出
来
る
。
例
へ
ば

水
溶
性
乾
間
物
含
量
が
九
・
六
六
%
の
米
で
あ
れ
ば
九
・
七
黙
と
看
倣
し
、
問
・
九
二

dm
の
米
で
あ
れ
ば
四
・
九
鮪
と
す
る
が
如
く
で
あ
る
。
併

し
米
の
食
味
を
組
ゆ
る
角
度
か
ら
精
確
に
表
現
す
る
に
は
、
是
非
と
も
同
債
と
水
溶
性
乾
聞
物
量
と
を
同
時
に
測
定
し
て
、
雨
結
巣
か
ら
食

味
の
良
否
を
判
定
す
べ
き
で
あ
る
の

共
に
本
邦
各
地
産
米
の
食
味
を
、
水
溶
性
乾
聞
物
量
よ
り
改
め
て
考
察
し
て
見
ゃ
う
。
前
掲
第
一
表
中
の
食
味
は
、
試
食
に
よ
る
鑑
定
で

あ
っ
た
が
、
裁
に
は
水
博
性
乾
田
物
量
か
ら
鑑
定
す
る
事
に
す
る
。
同
よ
り
試
食
に
よ
る
結
巣
と
水
溶
性
乾
聞
物
量
に
よ
る
鑑
定
結
柴
と
は

時
に
符
合
し
な
い
場
合
が
・
な
い
で
も
な
い
が
、
試
食
法
は
試
食
者
の
日
に
よ
り
、
時
聞
に
よ
り
、
健
康
吠
態
、
感
情
等
に
よ
っ
て
も
若
干
の

差
異
が
あ
る
か
ら
、
符
合
し
た
い
事
の
あ
る
の
は
営
然
で
あ
っ
て
、
何
等
不
思
議
で
は
な
い
。
少
散
の
符
合
し
た
い
も
の
が
あ
っ
て
も
、
水

溶
性
乾
岡
物
量
法
に
信
頼
度
少
し
と
看
倣
す
は
平
計
で
b
っ
て
、
そ
れ
は
寧
ろ
試
食
法
に
疑
を
抱
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
ふ
。
結
果
は

第
四
衰
の
通
り
で
あ
る
。

最
後
に
阿
の
測
定
法
と
水
溶
性
乾
聞
物
量
の
測
定
法
を
略
記
し
ゃ
う
。
先
づ
刊
に
よ
る
方
法
を
油
ぺ
る
に
、
新
古
饗
質
の
有
無
等
は
考
慮

に
入
れ
る
事
な
く
、
粉
末
を
作
り
、

一
定
量
を
採
り
、
蒸
滑
水
一
定
量
生
加
へ
、
卜
分
振
撞
し
、
腰
掛
の
俵
電
気
的
に
て
測
定
す
る
か
、
或

は
泌
過
し
て
浦
液
に
就
い
て
比
色
法
で
測
定
す
れ
ば
良
い
。
又
水
溶
性
乾
聞
物
量
を
測
定
す
る
に
は
、

0
・
五
ミ
り
の
飾
b
z
泊
予
る
や
う
米

・

杢
部
を
残
る
事
・
な
く
粉
末
と
た
じ
‘
十
分
混
合
し
、
共
中
か
ら
一
定
量
を
探
り
、
蒸
溜
水
一
定
量
を
加
へ
、
廿
五
度
(
撮
)
に
一
一
一
時
間
置
き
、

後
描
紙
を
以
て
描
過
し
、
其
猫
液
一
定
量
を
既
知
重
量
の
ビ
ー
カ
ー
或
は
ル
ツ
ポ
の
如
き
容
録
中
に
採
り
、
乾
燥
し
て
共
乾
聞
物
の
重
量
を

一
一
七

米
の
食
味
に
就
て
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同
師
事
骨

δ
泊
以
F
H

測
定
し
、
無
水
米
に
封
す
る
割
合
を
算
出
す
る
。
向
此
際
白
米
も
使
用
し
得
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
白
米
は
精
白
度
に
差
異
が
あ
る
か
ら
、
精

白
度
の
謀
差
b
z

避
け
る
の
と
、
且
つ
は
精
白
の
手
数
乞
省
〈
篤
め
に
玄
米
主
使
用
す
る
が
主
い
。

向
鼓

κ附
加
し
度
い
事
は
、
米
の
凶
は

ハ
イ
ぱ
敬
陣
営
時
既
に
佃
k

の
も
の
に
差
異
が
あ
り
、
叉
共
後
も
費
化
し
易
〈
・
《
ロ
)
牧
穫
後
の

凶
債
の
櫨
変
化
は
低
く
な
っ
て
も
高
〈
は
な
ら
な
い
.
水
槽
性
乾
聞
物
量
は
、
(
イ
V

牧
礎
首
時
既
に
佃
k

の
も
の
に
差
出
摘
が
あ
り
、
又
其
後
も

祖
先
化
ず
る
、
〈
ロ
〉
牧
槌
後
の
費
化
に
於
玄
は
、
乾
聞
物
量
が
多
〈
な
る
事
が
あ
れ
ば
少
〈
な
る
事
も
あ
る
。
故

r同
債
の
鮪
か
ら
す
れ
ば
、

各
k

の
米
は
少
〈
と
も
散
後
直
後
に
於

τ最
上
の
味
を
示
し
て
腐
る
と
云
ふ
事
が
出
来
る
し
、
水
溶
性
乾
伺
物
量
の
跡
よ
り
す
れ
ば
‘
牧
随

後
の
慮
理
方
法
の
良
否
に
よ
っ
て
、
味
が
良
〈
も
な
り
議
〈
も
な
っ
て
居
る
と
云
ふ
商
慣
が
出
来
る
。
換
言
す
れ
ば
、
同
一
慣
は
食
味
の
質
化
t
c

共
に
費
化
し
、
叉
他
商
米
の
産
れ
つ
き
の
味
の
良
否
を
ゐ
一
市
す
も
の
で
あ
る
が
、
水
博
性
乾
国
物
1r-
以
℃
し
て
は
摩
れ
つ
き
の
良
否
を
云
々

す
る
事
が
出
来
な
い
。
故
に
此
所
に
或
る
米
が
b
o
て
、
凶
慣
が
高
く
て
七
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
此
米
は
産
れ
っ
き
凶
債
は
高
〈
、
共
後
の

化
事
的
費
化
が
起
っ
て
居
ら
・
な
か
っ
た
事
を
示
し
、
従
っ
て
共
味
は
良
く
、
且
ワ
費
化
し
て
居
ら
な
い
事
が
判
る
の
と
と
ろ
が
水
溶
性
乾
因

物
は
、
今
優
に
七
%
あ
っ
た
と
し
て
も
、
産
れ
っ
き
七
併
佐
有
し
て
居
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
っ
て
、
産
れ
っ
き
八
%
や
九
dwあ
っ
た

も
の
が
費
化
波
量
し

τ七
d
w

に
な
ク
た
も
の
か
も
知
れ
守
、
又
産
れ
っ
き
五
%
や
穴
併
あ
っ
た
も
の
が
‘
費
化
措
量
し
て
七
d
現
に
-
一
段
。
た
es

米

の

会

嫌

に

裁

て

一
一
九



米

の

食

味

に

就

て

一二
O

の
で
あ
る
か
も
知
れ
た
い
。
放
に
水
溶
性
乾
聞
物
量
が
多
い
か
ら
と
云
つ
で
も
、
必
や
し
も
英
米
の
草
地
れ
つ
き
の
多
少
を
示
す
も
の
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

一一
、
青
米
の
多
少
三
食
味
Z
の
閥
係

一
般
に
イ
キ
育
米
の
混
在
多
い
米
は
食
味
が
良
好
で
あ
る
と
云
ふ
が
、
然
ら
ば
食
味
を
良
好
た
ら
し
め
る
相
閥
的
特
性
は
何
か
。
又
食
味

を
良
好
な
ら
し
め
る
青
米
歩
合
は
如
何
。
以
上
の
開
係
を
知
る
矯
め
に
、
牧
穫
期
を
異
に
し
た
異
る
育
米
歩
合
の
米
に
就
い
て
、
飯
の
食
味

・

米
の
刊
、
水
溶
性
成
分
、
及
び
一
般
成
分
の
多
少
等
を
調
べ
て
見
た
。
試
料
は
昭
和
十
年
産
の
士
口
榊
で
、
結
果
は
第
五
表
の
通
り
で
あ
る
。

鵠

同

紙

州
峨
辿
亦
叫
W
ゆ
g
w
w
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此
結
果
広
よ
る
と
、
第
一
位
は
背
米
歩
合
一
八
d
w
た
る
十
一
月
八
日
刈
、
次
が
車
内
米
歩
合
出
八
%
の
十
一
月
一
日
刈
、
次
が
育
米
歩
合
三
d
w

の
十
一
月
十
五
日
刈
、
次
が
五
六
%
の
十
月
廿
五
日
刈
の
順
位
で
あ
っ
て
、
育
米
歩
合
の
多
少
も
亦
食
味
に
開
興
す
る
事
が
認
め
ら
れ
る
。



だ
が
牧
穫
期
が
遅
延
し
て
育
米
歩
合
少
い
も
の
、
及
び
牧
穫
期
品
開
平
で
あ
っ
て
脊
米
歩
合
過
多
の
も
の
も
、
共
に
食
味
が
劣
っ
て
居
る
。
そ

れ
で
食
味
は
育
米
の
多
少
と
闘
係
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
必
宇
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
ゑ
い
。
そ
れ
で
本
質
験
の
範
囲
内
よ
り
す
れ
ば
、
食

味
を
最
も
優
良
な
ら
し
め
る
育
米
歩
合
は
約
二

O
M
で
あ
っ
て
、
二

O
d
m前
後
を
有
す
る
程
度
の
熟
度
米
な
ら
ば
、
食
味
は
良
好
で
あ
る
と

云
ふ
事
が
出
来
る
。

• 

米
の
同
債
を
見
る
に
、
同
一
品
種
の
、
同
一
栽
培
下
の
米
を
、
唯
熟
期
の
み
を
異
に
し
た
場
合
は
、
背
米
歩
合
の
多
少
と
米
の
同
一
債
と
の

聞
に
は
一
定
の
傾
向
が
無
く
、

叉
米
の
凶
と
食
味
と
の
聞
に
も
一
定
の
傾
向
が
た
い
。
そ
れ
で
同
一
品
種
の
同
一
栽
培
下
の
米
は
、
青
米
歩

合
と
食
味
と
の
聞
に
は
凶
に
聞
し
て
は
、

一
定
の
傾
向
が
無
い
事
が
判
る
。
併
し
一
般
に
米
の
刊
は
極
端
に
平
期
の
未
熟
米
や
、
後
れ
穂
米

に
小
な
る
場
合
、
施
肥
用
量
や
肥
料
の
種
類
に
よ
っ
て
国
間
る
場
合
、
品
種
及
び
産
地
に
よ
っ
て
異
る
場
合
、
又
新
古
或
は
痩
質
の
有
無
比
よ

っ
て
具
る
場
合
等
b
る
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
斯
く
の
如
き
場
合
の
米
の
凶
聞
の
差
異
と
食
味
と
の
聞
係
は
、
今
敢
に
述
べ
る
と
は
柏
々
趣
を

異
に
し
て
居
る
。
そ
れ
等
の
鼎
に
聞
し
て
は
後
述
に
譲
る
事
に
す
る
。

水
溶
性
成
分
を
見
る
に
、
葡
萄
糖
、
窒
素
質
物
、
及
び
乾
聞
物
含
量
の
多
少
は
、
食
味
の
順
位
と
良
く
一
致
し
、
殊
に
葡
萄
糖
、
窒
素
質

物
、
及
び
共
他
の
綿
和
な
る
乾
聞
物
含
量
の
多
少
は
、
極
め
て
良
く
一
致
し
て
居
る
。
故
に
此
場
合
に
於
て
も
、
米
の
食
味
は
水
溶
性
成
分

の
葡
荷
糖
、
窒
素
d
H
物
、
及
び
共
他
の
可
溶
性
物
質
の
融
和
で
あ
る
所
の
、
乾
聞
物
含
量
と
密
接
の
聞
係
が
あ
る
事
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

一
般
成
分
を
見
る
に
、
食
味
と
比
較
的
良
く
一
致
し
た
の
は
安
水
化
物
で
あ
っ
て
、
他
の
成
分
と
は
殆
ん
ど
一
致
し
な
い
。
従
来
米
の
等

扱
の
上
下
は
、
脂
肪
含
量
の
多
少
と
密
接
の
闘
係
が
あ
る
や
う
に
云
は
れ
て
来
た
が
、
米
の
等
級
は
必
や
し
も
食
味
と
一
設
す
る
と
は
限
ら

守
、
且
つ
脂
肪
は
精
白
に
よ
っ
て
大
牛
を
失
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
少
く
と
も
熟
度
別
に
よ
る
米
の
食
味
と
脂
肪
含
量
と
は
一
致
す
る
も
の

米

の

食

味

に

就

て



米

の

食

味

に

就

て

で
は
な
い
と
思
ふ
。

一ー一一一

二
、
土
質
三
米
の
食
味
ご
の
関
係

、.J
A
V
 

米
の
食
味
は
‘
米
を
産
出
す
る
土
質
に
£
っ
て
集
る
と
は
常
に
耳
に
す
る
所
で
あ
り
、

G
樺
問
徳
蹴
氏
も
緯
駒
談
と
し
て
共
事
に
就
い
て

土質の宣伝と水溶性乾聞物量並に米のpHf買

調査項目 土趨別|制力i雄町|吉備穆|三者吋
9.66 tマノ 事4

8.08 % 
~~ 

砂 土 9.85 9.20 

71<溶佐乾 境 ま 9.22 9.17 8.3) 8.90 

国物置 粘 土 9.23 9.29 929 9.27 

腐橋土 8.68 9.98 8.η 9.13 

砂 土 7.01 6.田 9.97 6.99 

米 の 察 土 7.02 7.01 6.95 6.99 

pH 債 粘 土 7.06 7.01 6.95 7.01 

腐時土 7.06 6.99 6.97 7.01 

第六表

連
〈
て
属
ら
れ
る
.
そ
れ
で
共
感
る
や
否
や
を
臨
め
る
震
に
、
昭
和
十
一
年

に
土
壌
を
異
に
し
で
、
ポ
ヲ
ト
栽
培
し
て
得
た
米
に
就
い
て
水
溶
性
乾
間
物

量
並
に
米
の
阿
慣
を
測
定
し
て
見
た
。
結
果
は
第
六
表
の
通
り
で
あ
る
。

此
結
巣
か
ら
す
れ
ば
、
米
の
凶
慣
は
土
壊
に
よ
っ
て
顕
著
な
差
異
が
無
〈

水
溶
性
乾
間
物
量
の
多
少
は
品
種
に
よ
O
て
傾
向
が
一
様
で
は
な
い
。
誹
し

三
者
の
平
均
よ
ゆ
す
る
と
、
粘
土
、
砂
土
、
情
継
土
、
雛
土
の
願
位
で
b
る。

一
般
に
稲
の
栽
培
は
、
品
種
に
よ
っ

τ土
質
に
遁
不
植
の
あ
る
事
は
常
に
日

蜘
唱
す
る
斯
で
る
ヲ
て
、
米
の
食
味
も
亦
日
間
種
に
よ
り
土
質
を
圃
需
に
す
る
事
ae

る
は
想
像
に
難
く
な
い
。
卸
ち
申
品
種
は
粘
質
土
壌
に
於
て
良
好
な
る
食
味

を
量
ず
る
も
・
砂
質
土
壌
に
於
て
は
不
良
と
な
る
事
あ
れ
ば
‘
叉
反
封
に
乙

日
開
種
は
砂
質
土
壌
に
於
て
良
好
た
る
も
、
粘
質
土
櫨
需
に
於
て
不
良
左
る
事
が

各
る
が
如
く
で
あ
る
。



本
質
瞳
結
果
を
見
る
も
、
よ
く
共
閣
の
消
息
を
立
置
し
て
居
る
b

此
描
よ
り
す
れ
ば
、
米
の
食
味
は
産
地
の
土
質
の
み
で
云
令
す
る
の
は

平
計
で
あ
る
と
共
に
、

又
品
種
の
み
に
よ
O
て
食
味
の
由
民
否
を
云
k

す
る
事
も
N
T
計
で
る

ο
て
、
必
守
口
m種
と
土
質
と
b
L

伺
特
に
考
嫌
に
入

れ
‘
釦
何
な
る
口
問
種
は
如
何
-
な
る
土
質
に
て
良
好
な
る
食
味
b
L

呈
す
る
か
、
或
は
如
何
な
る
土
質
な
る
が
故
に
、
如
何
な
る
品
種
乃
至
は
系

統
の
稲
を
栽
培
す
べ
き
か
を
考
へ
危
〈
て
は
な
ら
ん
.

四
、
米
の
乾
燥

Z
食
味
ご
の
閥
係

米
崎
を
安
全
に
保
存
す
る
錆
め
に
は
、
必
殺
乾
坤
度
を
高
め
な
く
て
は
な
ら
ゐ
。
故
に
米
韓
の
貯
蹴
土
、
乾
燥
は
最
も
重
要
注
要
索
左
一
耳

は
怠
〈
て
は
た
ら
ル
.
然
る
に
世
土
佐
k

に
し
て
乾
燥
度
の
高
い
米
は
、
食
味
が
低
下
す
る
と
の
非
難
が
無
い
で
も
怠
い
。
放
に
乾
燥
と
食

味
と
の
脚
係
ぞ
十
分
に
研
究
し
て
明
か
に
す
る
事
は
、
極
め
て
章
一
要
で
b
っ
て
、
米
韓
貯
械
に
封
す
る
根
本
問
題
と
も
曾
は
な
く
て
は
な
ら

~
J

、J

ん・

0
一-一宅地押土

α及
び
礎
博
士
等
は
、
事
叫
胃
に
於
て
乾
品
開
度
具
る
米
に
就
き
食
味
に
聞
し
た
詳
細
な
研
境
を
な
し
.
乾
燥
過
度
米
は
食
味

不
良
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
著
者
も
之
れ
が
研
究
の
必
要
を
感
じ
、

一
!
こ
の
質
験
を
施
行
し
た
か
ら
裁
に
共
結
岡
市
を
記
述
す
る
。

賓

験
・
共

先
づ
乾
悌
過
渡
米
の
味
先
の
喚
起
如
何
を
知
る
錆
め
、
昭
和
九
年
秋
牧
穫
し
た
る
旭
玄
米
を
、
周
年
十
二
月
に
蝿
精
し
、
精
白
後
日
照
乾

煉
vh
£
ワ
て
‘
水
分
含
量
ハ
イ
)
一

0
・
八
%

(
恒
三
一
一
一
・
八
%

(
ハ
)
一
六
・二
併
の
三
試
料
を
作
り
、
直
ち
に
炊
飯
し
、
共
記
の
二
方
法

に
k
っ
て
味
覚
の
強
婦
を
比
較
し
た
。

内

1
』

飯
を
練
り
潰
し
、
別
k

に
口
睦
内
へ
入
れ
、

吐
き
出
し
た
後
の
味
覚
。

米

の

食

味

に

就

て

一
一一一一一



米

の

食

味

に

就

て

二一四

ハ
2
v

飯
粒
の
健
別
々
に
口
睦
内
へ
入
れ
、
吐
き
出
し
た
後
の
味
費
。

品
川
炊
飯
に
際
し
て
の
注
加
水
量
は
三
者
共
異
る
も
、
注
加
水
量
と
米
の
所
合
水
量
と
の
穂
和
は
三
者
相
等
し
く
た
る
や
う
に
し
た
。
以
上

の
如
く
に
し
て
、
一
一
一
者
の
味
先
を
比
較
し
た
に
結
果
は
次
の
ゃ
う
で
あ
っ
た
。

一
、
〈
1
)
の
場
合
、
剖
ち
飯
を
練
り
潰
し
た
も
の
は
ハ
イ
可
(
ロ

Y
〈
ハ
)
一
一
一
者
聞
に
味
賓
の
強
弱
に
差
異
全
く
無
く
共
に
強
。

二
、
〈

2
〉
の
場
合
、
帥
ち
飯
粒
の
健
の
場
合
は
、
(
イ
〉
飯
は
舌
燭
り
組
で
あ
っ
て
甘
味
梢
k

少
く
、
味
覚
柏
k

弱
で
あ
っ
た
が
‘
(
ロ
〉
及

ぴ
〈
ハ
〉
飯
は
共
に
味
先
強
で
あ
っ
た
。

一
一
一
、
叉
飯
粒
を
観
察
し
た
る
に
、
(
イ
〉
飯
は
粒
形
不
整
で
あ
っ
て
多
〈
の
亀
裂
を
生
じ
た
る
に
、
(
ロ
V

、
(
ハ
〉
飯
は
粒
形
整
ひ
且
つ
粒
面

滑
で
あ
っ
た
。

以
上
の
結
果
&
見
る
に
、
(
イ
〉
飯
は
或
る
時
は
味
畳
強
と
た
り
、
或
る
時
は
拐
、
と
な
っ
て
、
資
験
方
法
が
異
る
に
よ
っ
て
強
調
二
様
の
結

果
や
呈
し
た
。
併
し
少
〈
と
も
〈
1
v
の
場
合
印
ち
練
り
潰
し
た
場
合
に
強
で
あ
る
事
を
認
め
た
か
ら
し
て
、
乾
燥
地
度
と
な
っ
て
も
、
米
の

有
味
物
質
量
に
著
し
い
幽
変
化
を
及
ぼ
さ
・
な
か
っ
た
事
が
推
定
出
来
る
。
然
ら
ば
何
が
故
に
強
弱
二
様
の
味
覚
を
生
じ
た
か
を
考
察
す
る
に
、

そ
れ
は
〈
2
v
の
場
合
印
ち
飯
粒
の
憧
口
腔
内
へ
入
る
L
時
は
、
粒
形
不
整
で
あ
っ
て
、
亀
裂
を
生
じ
て
居
る
か
ら
し
て
、
有
味
物
質
が
舌
面

に
接
慣
す
る
面
積
少
〈
、
其
結
巣
味
奮
を
刺
戟
す
る
事
が
少
か
っ
た
が
矯
め
に
、
味
畳
が
弱
と
た
っ
た
も
の
で
あ
り
、
叉
(
1
〉
の
如
く
練
り
'

潰
し
た
場
合
は
、
有
味
物
質
が
舌
面
に
接
欄
す
る
面
積
が
大
と
な
り
、
従
っ
て
味
菅
の
刺
戟
も
大
と
た
り
、
味
畳
が
強
と
た
っ
た
も
の
で
あ

る
。
故
に
本
質
験
の
結
果
か
ら
す
れ
ば
、
乾
燥
過
度
米
は
味
覚
の
喚
起
が
小
で
あ
る
事
が
め
っ
て
も
、
そ
れ
は
有
味
物
質
の
絶
封
量
の
欝
化

帥
ち
イ
オ
シ
の
絶
封
量
の
幽
変
化
と
一
宮
ふ
よ
り
も
、
軍
ろ
単
に
有
味
物
質
が
味
背
に
接
関
す
る
割
合
が
少
い
と
一
宮
ふ
事
丈
け
で
あ
る
。
印
ち
米



共
も
の
L
化
接
的
劣
費
化
で
は
な
く
し
て
、

賢
械
的
障
害
と
見
る
べ
き
で
あ
る
u

験

共

一
種
の
機

共
に
同
巳
く
旭
玄
米
の
水
分
合
量
一
一
・
二
係
一

一一一
・

八
%
、
二
ハ
・
二
五

比
度
一

必
霊
園
蜘
粘
一

鵬

紬

訂

劃

氾

J

一
H

U

H

-
離
ノ
窒
U

忍

糖
の
軍
喜
怒
一
O

葡
米
一
ー
ー

葡

ぴ

一

糊

丸

及

-

N
F

畳
一

の
素
『

米
窒
一

と
態
一

度

酸

-

関

崎

ノ

-

乾
ミ
一

の
ア
一

米

離

干

第七表

1.68 

1.63 

1.58 

11.2 % 

13.8 ，~ 

16.25% 

米

の

食

味

に

就

て

%
の
三
試
料
や
作

り
、
米
の
同
使
、

葡
萄
糖
、
糊
精
、

遊
離
ア
ミ
ノ
酸
態

窒
素
及
び
米
の
比

粘
度
を
調
べ
た
る

に
、
第
七
衰
の
如

き
結
国
棋
が
出
た
。

此
結
果
に
よ
る

と
、
乾
燥
度
高
く

-
な
る
と
も
米
の
戸

乾燥と米の葡萄糖.水溶性乾聞物並IcpH

五おて|萄葡織
百分中|千榊

!米の同水分合蜜
百分中 千粒中

1% .99 。要53
。〆/。

1.2瓦500 
~，; 

乾燥前 6.63 6.61 33.91 

仙二三四 脱穀建乾燥 2.84 0.5419 8.05 1.5452 6.48 15.37 

穏の僅乾燥 3.02 0.5766 日.日 1.6378 6.48 15.∞ 

乾燥前 . 2.41 0.3293 8.31 1.1366 

九支三 股穀廷乾燥 3.24 0.48回 9.91 1.4943 6.日 16.58

積の億乾燥 3.09 0.4998 9.31 1ぷお4

乾燥前 0.93 0.1698 3.84 0.7回3 6.38 27.85 

畿喚内問九 股事E蓮乾燥 3.71 0.6215 10.日 1.7印9 6.40 14.00 

稲の健乾燥 4.08 0.68日 10.17 1.7070 6.42 13.70 

乾燥前 1.38 0.3119 4.58 1.0お3 6.40 2.4.62 

不稔
脱穀遜乾燥 4.10 0.8612 10.93 2.2966 6.57 13邸

三角稽

稲の鐙乾燥 4.65 0.9897 11.09 2.3595 6.日 13.63 

第八表

一
二
五
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と
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乾
岡
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並
i 乙
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此
結
果
に
よ
る
時
は
、
葡
萄
糖
も
水
博
性
乾
問
物
も
、
乾
燥
法
の
如
何
に
か
h
は
ら
や
、
乾
燥
の
進
む
に
従
っ
て
増
加
し
て
居
る
・
日
照

架
手
の
も
の
は
他
の
も
の
に
比
し
て
概
し
て
葡
帯
情
も
水
裕
性
乾
問
物
も
少
い
や
ろ
で
あ
る
が
、
之
れ
は
乾
坤
中
に
降
雨
に
噛
噂
さ
れ
て
届
る

か
ら
、
乾
燥
が
遅
れ
た
か
ら
で
あ
る
a

三
乾
操
法
を
比
較
す
る
と
、
乾
燥
の
速
な
も
の
は
、
葡
萄
糖
も
水
溶
性
乾
聞
物
量
も
多
い
。
故
に
米

の
葡
萄
糖
や
水
博
性
乾
聞
物
の
量
は
、
乾
燥
と
続
接
の
関
係
に
あ
る
事
が
判
る
。

賓

験

共

五

然
ら
ぱ
米
の
葡
萄
糖
及
び
水
溶
性
乾
同
物
の
量
は
、
牧
穫
後
の
乾
燥
時
期
の
平
晩
と
如
何
な
る
開
係
に
あ
る
か
を
知
る
露
め
に
、
昭
和
十

二
年
秋
牧
雄
の
吉
榊
及
び
雄
榊
の
無
乾
腕
米
を
試
料
と
し
、
一
二

0
日
間
倉
庫
内
に
堆
積
し
て
置
き
、
五
日
目
毎
に
取
り
出
し
、
日
開
乾
燥
に

よ
っ
て
水
分
合
量
そ
一
四
%
迄
に
乾
燥
し
て
、
葡
葡
街
、
水
溶
性
乾
因
物
含
量
の
饗
化
を
調
べ
て
見
た
。
結
岡
市
は
第
十
衰
の
通
り
で
あ
る
。

此
結
巣
に
よ
る
と
、
米
の
乾
燥
度
は
同
一
で
あ
っ
℃
も
、
牧
礎
後
の
乾
煉
時
期
の
平
協
唱
に
よ
ヲ
て
有
味
物
質
量
に
差
異
を
生
じ
、
乾
煉
時

期
が
遅
れ
る
に
従
っ
て
衛
萄
糖
や
水
博
性
乾
聞
物
の
量
は
誠
少
す
る
。
故
に
米
の
乾
燥
は
、
出
来
得
る
限
り
牧
穫
後
速
に
行
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
殊
に
担
米
の
水
分
合
量
が
多
く
、
且
つ
堆
積
量
多
き
相
場
合
は
、
組
米
温
は
倉
庫
温
よ
り
も
常
に
高
い
場
合
が
多
い
か
ら
し
て
、
乾

米
の
食
味
に
就
て

一一一七



乾燥時期の平晩'と米の葡萄糖.水溶

性乾聞物及びpH

第十表

米

の

食

味

に

就

て

話夏目指 水溶性乾固物

百分中l千粒中 百分中|千粒中 pJ王
。ノ/。

o.瓦682 
% 
2瓦.q65 五日後 3.41 12.33 6.63 

-0日後 2.42 0.497 11.14 2.282 6.60 

一五日後 2.25 0.457 11.25 2.285 6.55 
吉神
二O日後 1.87 0.386 10.67 2.2∞ 6.62 
二五日後 1.84 0.378 10.昭 2.062 6.印

三O日後 1.河 0.366 9.78 

五日後 2.33 0.451 13.09 2.529 6.65 

-0日後 2.09 o.ω3 12.79 2.465 6.58 

一五日後 2.国 0.4∞ 12.伺 2.496 6.55 
雄面申
二O日後 1.88 03印 1237 2.419 6.62 

二五日後 1.71 0.331 10.82 1.882 6.臼

三O日後 1.66 0.326 9.54 1.878 6.日

一
二
八

燥
時
期
が
遅
れ
L
ば
遁
れ
る
程
、
化
接
的
費
化
を
惹

起
し
て
、
有
味
物
質
の
成
生
蓄
積
量
は
低
下
す
る
に

至
る
の
で
あ
ら
う
。

質

験

占，、
共

乾
燥
温
度
と
有
味
物
質
量
と
の
聞
係
を
知
る
矯
め

昭
和
十
二
年
産
士
R
仰
及
び
雄
一
仰
の
玄
米
を
試
料
と
し

昭
和
十
二
年
十
二
月
十
八
日
よ
り
廿
六
日
の
聞
に
、

二
O
、一二

O
、
四

O
、
五

O
、
六

O
、
七

O
、八

O
、

九
O
、
一
O
O度
(
嬬
)
に
て
大
約
-
一
一
一
J
一
回
係
迄

に
乾
煉
し
.
後
葡
萄
糖
、
並
に
水
溶
性
乾
聞
物
量
、

戸
等
を
調
べ
た
。
結
巣
は
第
十
一
表
の
通
り
で
あ

る

高
低
に
よ
っ
て
著
し
い
道
具
を
一
不
さ
な
い
が
、
慨
し
て
低
温
の
場
合
に
含
量
大
な
る
の
傾
向
を
示
し
て
居
る
。
本
質
験
に
於
て
は
、
水
分
合

此
結
果
に
み
る
と
、
有
味
物
質
量
は
乾
燥
温
度
の

量
を
同
一
に
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
正
確
な
事
は
判
ら
な
い
が
、

今
迄
の
資
臓
に
よ
る
と
、
乾
燥
度
の
高
い
も
の
程
有
味
物
質
量

は
多
い
事
に
な
っ
て
居
る
。
然
る
に
本
質
臥
酬
に
て
は
、
乾
燥
温
度
高
い
も
の
程
乾
燥
度
は
高
く
な
っ
て
居
る
か
ら
し
て
、
今
迄
の
現
論
よ
り



乾様温度と米の葡萄楕.水i容性乾聞物及て;pH

主唱fLi葡萄糖|繍| pH i水分合量|乾燥時間
二O度

1/。3ノ8 4 話2 6.44 14./1。06 / 2分1160 

主0" 1.38 7.関 6.41 14.28 1130 

四0" 1.34 7.33 6.39 13.39 590 

宝0" 1.34 6.71 6.32 エ3.日 280 

吉神 六0" 1.34 7.26 6.31 13.50 185 

七0" 1.37 6.52 6.29 13.75 145 

J¥O" 1.15 6.77 6.27 13.73 95 

九.0" 1.20 6.79 6.27 13.28 85 

-00" 1.28 7.24 6.27 13.11 80 

二O度 2.16 6.83 6.44 13.04 2880 

三.0" 1.26 6.56 6.43 13.86 1260 

回0" 1.14 5.61 6.36 13.26 590 

五011 1.31 6.68 6.32 13.48 240 

雄制 大0" 1.41 7.19 6.27 13.94 165 

七0" 1.34 5.05 6.27 14.33 145 

八0" 1.23 5.叩 6.27 13.48 97 

11.0" 1.31 6.22 6.27 13.54 90 

-00" o.叩 9.25 6.27 12.94 80 

第十一義

米

の

食

妹

に

就

て

す
れ
ば
、
本
賓
験
に
於
て
も
、
必

然
乾
燥
温
度
高
い
も
の
程
、
有
味

物
質
量
も
多
い
事
に
た
ら
念
〈
て

は
な
ら
ん
・

と
と
ろ
が
そ
れ
に
反

し
て
乾
操
温
度
高
い
も
の
程
、
水

分
合
量
は
少
い
に
も
拘
ら
守
、
有

味
物
質
量
は
少
い
傾
向
を
示
し
て

居
る
。
此
臨
よ
り
し
て
も
、
米
の

有
味
物
質
の
成
生
は
乾
操
温
度
低

い
場
合
に
多
い
事
が
判
る
。
つ
ま

-0
米
の
乾
燥
温
度
が
高
い
場
合
怯

有
味
物
質
量
の
成
生
少
〈
、
食
味

が
謡
〈
た
る
事
が
判
る
・

賓

験

其

七

前
賓
験
と
時
同
様
の
賓
験

bLO

l
四
O
度
の
温
度
で
行
う
た
。
品
開

一
二
九



米

の

食

味

に

就

て

此
際
乾
燥
の
速
さ
の
異
る
も
の
を
設
け
て
、
共
比
較
を
試
み
て
見
た
。
昭
和
十

年
二
月
に
水
分
合
量

一
七
・
O
八
%
の
玄
米
掛
を
作
り
、
ハ
イ
〉
一
部
は
盛
化
石
友

を
盛
っ
た
J

ア
シ
ケ

l
タ

l
中
に
置
き
、
。
、

一
O
、
二

O
、一一

.0
、
問
O
度
(
嬬
〉

の
室
中
に
一
壷
夜
放
置
し
て
、
呉
る
温
度
で
乾
燥
や
行
ひ
、
《
ロ
)
一
部
は
管
場
中

へ
入
れ
、
木
栓
を
施
し
て
傘
塀
封
赦
態
に
し
て
、
前
者
同
様
O
|凶
O
度
の
室
中

に
一
室
夜
放
置
し
た
。
向
標
準
と
し
て
聾
夜
の
平
均
温
度

一
五
・
七
度
の
冊
子
宝

中
に
一
重
夜
放
置
し
た
も
の
を
設
け
た
。
以
上
の
如
く
し
た
も
の
に
就
き
‘

夜
後
、
水
分
合
量
、
水
溶
性
乾
聞
物
量
、
及
び
葡
萄
楕
量
を
調
べ
て
見
た
る
に
結 壷

回
米
は
第
十
二
衰
の
通
り
で
あ
る
。

此
結
同
市
に
よ
る
と
、
水
分
含
量
は
盛
化
石
次
匝
は
、

O
度
に
於
て
も
乾
燥
し
、

温
度
高
き
も
の
程
乾
燥
度
高
ま
り
、
四
O
度
に
於
て
八
・
五
四
dw
迄
に
乾
燥
し
た
.

叉
b
T
密
封
に
於
て
も
、
温
度
高
い
程
乾
坤
し
て
居
る
が
、
水
分
の
減
量
は
極
め
て

僅
少
で
あ
る
。
水
溶
性
乾
聞
物
量
は
、
堕
化
石
茨
直
に
於
て
は

O
度
に
於
て
は
殆

ん
ど
増
減
が
無
く
、

一
O
度
よ
り
四

O
度
迄
は
増
加
し
た
が
、
問

O
度
の
増
加
制

合
は
比
較
的
少
い
。
今
密
封
に
於
て
は
、

O
度
に
於
て
は
殆
ん
ど
増
械
が
無
か
っ

た
が
、

一
O
度
か
ら
こ

O
度
迄
は
増
加
し
、
そ
れ
よ
り
コ
一

O
度
‘
問

O
度
に
た
れ

ごニ
O

乾燥温度と米の葡萄艦‘水溶性乾田物並に水分合量

宍庖理羽ご目~官~官苦一一、、喝、?¥ 
…デげター医|字密封 匝

網機|露首若|水分含量硝糠12E2|水分含量
。〆/。
5.回

1ノ。7ノ。叩 $04 54 5。./50 1974 .08 無 a 理 3.54 。 度 3.56 5.日 15.37 3.54 5.詔 16.94 

一 。" 3.65 5.88 14.即 3.72 5.84 16.92 

一 。" 3.92 6.02 12.90 3.72 5.94 16.89 一

一一一 。" 3.76 6.01 10.34 3.66 5.38 16.74 

5.72 8.54 3.15 4.86 15.田

繍均子室c.度夜平 3.82 6.02 14.，18 一 一一五・七 〉

第十二表



ぱ
却
っ
て
減
少
し
た
。
葡
萄
梼
量
は
盟
化
石
友
直
に
於
け
る
最
高
は
「
一

O
度
で
あ
る
け
れ

E
も
、
四

O
度
迄
は
増
加
し
、
四

O
度
に
於
て
は

三
O
度
よ
り
も
稿
々
減
少
し
た
。
牛
密
封
直
は
、
最
高
は
一

O
度
乃
至
ニ

O
度
で
あ
る
が
、
三

O
度
迄
は
増
加
し
、
四

O
度
で
減
少
し
た
。

葡
萄
糖
の
増
減
は
水
溶
性
乾
聞
物
量
も
略
怯
平
衡
し
て
居
る
。
以
上
の
結
巣
か
ら
す
る
と
、
水
溶
性
乾
聞
物
や
葡
萄
糖
は
加
温
に
よ
っ
て
靖

減
の
あ
る
も
の
で
、
温
度
が
高
く
て
も
低
く
て
も
成
生
蓄
積
量
は
少
く
、
最
高
量
を
示
す
に
は
そ
れ
に
劃
す
る
適
温
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。

今
此
賓
験
の
結
果
よ
り
判
定
す
れ
ば
、
適
温
は
二

O
度
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
一
般
に
同
一
の
温
度
に
於
て
は
、
乾
燥
の
速
な
る
も

の
は
然
ら
ざ
る
も
の
に
比
し
て
、
葡
萄
糖
や
水
溶
性
乾
因
物
の
成
生
蓄
積
量
は
多
い
。

賓

験

其

八

前
賞
験
と
同
様
の
質
験
bz、
昭
和
十
二
年
産
雄
榊
玄
米
を
試
料
と
し
て
行
っ
た
。
水
分
合
量
一
九
・
二
二
%
の
玄
米
を
準
備
し
、
《
イ
〉
布

袋
中
に
入
れ
て
所
定
の
温
度
の
場
所
に
置
く
〈
仮
に
開
放

E
と
栴
す
可
〈
ロ
V

舗
中
に
入
れ
務
封
し
、
所
定
温
度
の
場
所
に
置
く
(
般
に
密

封
匿
と
梢
す
可
〈
ハ
〉
布
袋
に
入
れ
た
る
も
の
を
盟
化
石
次
を
盛
っ
た
デ
シ
ケ
1
タ

1
中
に
置
き
、
所
定
温
度
の
場
所
に
置
く
(
仮
に
墜
化
石

友
直
と
掛
す
v
。

温
度
を
一

O
度
・
二

O
度
、
二
五
度
、
三

O
度
、
四

O
度
と
し
、

一
日
後
、
五
日
後
、
九
日
後
、
十
四
日
後
に
葡
萄
糖
、

水
溶
性
乾
聞
物
、
戸
、
及
び
水
分
合
量
の
測
定
比
較
を
試
み
て
見
た
。
結
川
市
は
第
十
三
表
の
泊
り
で
あ
る
。

此
結
果
に
よ
る
と
、

一
般
に
弐
の
事
が
認
め
ら
れ
る
。

て
水
分
合
量
は
開
放
直
最
も
著
し
く
減
少
し
、
共
は
盟
化
石
友
直
で
あ
っ
て
、
密
封
直
は
殆
ん
ど
費
化
し
て
居
ら
念
い
。
そ
し
て
開
放

区
も
聾
化
石
友
直
も
、
共
に
温
度
高
い
程
、
又
鹿
理
期
間
長
い
程
減
少
し
て
居
る
。

二
、
戸
は
水
分
合
量
の
減
少
度
多
く
、
且
つ
速
な
る
も
の
程
費
化
少
く
、
水
分
合
量
の
減
少
皮
小
且
Q
遁
き
も
の
程
費
化
著
し
い
。

米

の

食

妹

に

裁

て

一一一一一



米

の

食

味

に

就

て

一一一一一一

乾燥温度と葡萄糖.7](溶性乾聞物.pH並10](分合量

項 目|試厳匝|温度|糊理 1一日後 |五日後 |九日後|十四日後

-0度 2.196 7 2.% 26 3% .75 3.% 印 3% .59 

二.0" " 2.39 3.80 3.76 3.73 
盟化石灰匝 二五度 " 

2.19 2.42 3.45 3・11

三:0" " 2.17 2.16 3.29 2-93 
四0" " 2.18 2.邸 2.回 2.34 

-0度 2・17 2.24 2.60 2.57 2.CJ7 

二.0" " 
2.28 2.白 2.62 2.10 

有量萄事書 密封区 二五" " 2.25 2.25 2.54 2.05 
三.0" " 2.ω 2.32 2.70 2.06 
四10" " 1.97 1.67 1.52 0.69 

-0度 2.17 2.21 4.63 4.10 3.白

二0" " 2.57 4.74 4.29 3.84 
開放医 二五" H 2.52 4.09 4.12 3.28 

三:0" " 2-43 4.20 3.日 3.07 

I!HO" " 2.29 3.位 3.34 2.97 

-0度 ら76 6.91 10.38 I 10.40 

二.0" " 7.14 9.54 9.93 9.46 
酸化石~匝 二五H " 6.57 9.25 9.38 

三:0" " 6.58 8.97 9.80 9.21 
四0" " 6.22 8.72 8.29 

7.日 l

-0度 6.91 7.92 7.日 6.54 

水 葬固李健 二.0" " 6.84 7.88 7.52 6.05 
乾物 密封医 二五" " 

6.86 7.∞ 7.01 6.04 
三.0" " 

6.44 7.伺 7.18 

回10" " 6・20 5.51 4.75 3.74 

第十三表



-0度 6.76 6.随 12.05 12.27 12.23 

二，0" " 7.68 11.95 11.54 11.98 
開放底 二五" " 7.48 11.80 10.47 10.日

三:0" " 7.29 11.70 10.58 9.96 
四:0" 曹 7.08 11.35 9.98 9.44 

-0度 6.46 6.46 6.43 6.40 6.29 

二0" " 6.46 6.33 6.29 6.17 
型化石炭匝 二五" " 

6.46 6.31 6.33 6.18 

三:0" " 
6.44 6.30 6.29 6.27 

四0" " 6.46 6.36 6.35 6.27 

-0麗 6.46 6.46 6.38 6.31 

二，0" " 6.44 6.36 6.21 6.10 
pI王 密封匡 二五w " 6.44 6.泊 6.担 6.10 

三0" " 6.44 6.泊 6.28 6-29 

四0" " 6-43 6.26 6.18 6.22 

-0度 6.46 6.44 6.46 6.47 6.31 

二0" " 6.44 6.46 6.41 6.31 
開放匝 二五" " 6.44 6.46 6.41 6.34 
室。" " 6.44 6.46 6.47 6.41 
四0" " 6.44 6.46 6.41・ 6.44 

-0度 19.22 19.17 1&55 15.昭 13.84 

二:0" " 19.32 16.76 15.田 13.29 
型化石灰匝 二五H " 19.18 15.79 13剖 11.94 

三0" H 18.64 14.担 11.田 9.60 

四0" " 18.回 13.27 10.74 8.52 

米

の

食

味

に

就

て

一一一一一一一



米

の

食

味

に

就

て

項 日|試験匪 I~温度|鰍理|一時|五時 | 九叶M
-.0度 19.22 19.14 19.19 19.19 I 19.20 

ニ.011 " 19.20 19.15 19.18 19.18 
水省 量分 密封匝 二五" " 19.20 19.21 19.18 19.19 

三.011 " 19.16 19.17 19.20 19.却
四.011 11 19.20 19.15 19.18 19.07 

-.0度 19.22 18.却 15.B2 12.卸 12.27 

ニ..0" l' 18.18 15.61 12.77 12.24 

開放医 二五町 " 17.86 15.36 12.70 12.25 
三.0" 11 17.84 11.ω 10.70 9.9~ 

四.011 開 17.25 9.65 8.84 8.59 

一一一一回

三
、
葡
萄
糖
、

水
溶
性
乾
聞
物
は
共
に
水
分
合
貨
の
減
少
著
し
い

も
の
程
、
鹿
四
後
の
含
量
は
増
加
し
て
居
る
。
併
し
温
度
高
く
、
又

麗
迎
期
間
長
い
も
の
は
若
干
減
少
の
傾
向
を
示
し
て
居
る
。

四
、
葡
萄
糖
、
水
溶
性
乾
因
物
量
は
水
分
の
費
化
を
伴
は
4
1
と
も
、

遁
世
な
温
度
の
み
の
影
響
に
よ
っ
て
も
増
加
す
る
。
併
し
温
度
高
く

又
慮
浬
期
間
長
く
な
る
に
従
っ
て
、

無
由
両
川
崎
の
も
の
に
比
し
て
減
少

し
て
居
る
。

五
、
乾
操
を
促
進
す
れ
ば
、
葡
萄
糖
、

水
溶
性
乾
一
回
物
量
は
増
加

す
る
。
併
し
温
度
高
い
程
、
且
つ
鹿
理
期
間
長
い
も
の
程
、
増
加
の

割
合
は
少
い
。

六
、
故
に
米
の
有
味
物
質
の
成
生
蓄
積
は
、
温
度
と
乾
燥
速
度
と
、

加
熱
時
間
の
長
短
と
に
よ
っ
て
異
る
。

以
上
の
貰
験
共
一
!
共
八
迄
の
結
果
を
綜
合
す
る
に
、

米
の
有
味

物
質
量
の
増
減
は
、
米
の
乾
燥
と
密
接
不
離
の
閥
係
を
有
し
て
居
っ

て
乾
燥
は
米
の
有
味
物
質
の
成
生
蓄
積
に
極
め
て
え
な
る
作
用
を
な

す
も
の
で
あ
る
。
米
の
中
の
葡
萄
糖
は
、
米
の
成
熟
過
程
中
に
成
生



せ
ら
れ
る
事
は
今
夏
述
べ
る
迄
も
な
い
が
、
前
述
の
諸
貸
験
に
示
す
如
く
、
牧
穫
後
と
雄
も
乾
坤
或
は
加
熱
に
よ
っ
て
成
生
せ
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
牧
穫
後
に
於
て
は
、
成
生
と
同
時
に
消
耗
も
並
び
行
は
れ
て
居
っ
て
、
乾
燥
時
の
温
度
の
影
・
醤
に
よ
っ
て
、
著
し
い
増
減

の
あ
る
事
は
前
速
の
賞
験
で
明
な
所
で
あ
る
。
即
ち
成
生
と
同
時
に
他
面
酵
素
作
用
、
徴
生
物
の
影
叫
昔
、
呼
吸
作
用
等
に
よ
っ
て
消
耗
も
行

は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
若
し
通
常
温
度
に
遁
営
時
間
置
く
時
は
、
乾
燥
を
進
め
且
つ
成
生
せ
ら
れ
る
糖
量
は
、
消
耗
せ
ら
れ
る
糖
量
よ
り

も
遁
に
多
量
と
な
り
、
糖
の
蓄
積
量
は
増
加
す
る
に
、
若
し
温
味
高
く
、
乾
燥
時
間
長
く
、
乾
一
品
開
速
度
飴
り
に
速
な
る
時
、
或
は
乾
燥
速
度

飴
り
に
緩
徐
な
る
場
合
等
に
於
て
は
、
酵
素
、
微
生
物
、
呼
吸
作
用
等
の
詩
作
用
を
旺
盛
な
ら
し
め
て
、
成
生
せ
ら
れ
る
精
量
よ
り
も
、
消

耗
せ
ら
れ
る
量
が
遁
に
多
量
と
な
っ
て
、
糖
は
却
っ
て
減
少
す
る
事
も
あ
る
で
あ
ら
う
。

最
後
に
再
出
直
通
ぶ
れ
ば
、
乾
坤
持
者
は
本
来
は
米
の
食
味
の
低
下
を
防
止
す
る
作
用
と
そ
あ
れ
、
決
し
て
食
味
の
低
下
佐
助
長
す
る
も
の

• 

で
は
な
い
。
併
し
若
し
共
方
法
を
誤
る
と
、
食
味
の
低
下
を
助
長
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
加
温
方
法
、
加
温
時
間
、
乾
燥
速
度
等
は
所
と

場
合
と
に
臆
じ
、
そ
れ

λ
X十
分
の
研
究
を
た
す
べ
き
で
あ
る
メ
温
度
は
一
面
に
は
食
味
助
長
の
重
要
な
要
因
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
面
食

味
低
下
の
要
因
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
所
と
場
合
と
に
聴
じ
そ
れ

λ
X遁
営
危
る
温
度
を
研
賞
す
べ
き
で
あ
る
。
又
米
の
有
味
物
質

量
は
牧
構
後
の
乾
燥
時
期
の
平
晩
に
よ
っ
て
異
り
、
乾
燥
時
期
が
渥
れ
L
ば
有
味
物
質
の
蓄
積
量
も
減
少
す
る
か
ら
し
て
、
枇
穫
後
は
出
来

得
る
限
h
y
速
に
乾
抽
聞
に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
・
又
誤
ら
な
い
耽
燥
法
に
よ
っ
て
得
た
米
は
、
乾
煉
過
度
と
な
っ
て
も
化
接
的
劣
費
化
は
無
く

-従
っ
て
有
味
物
質
量
を
減
や
る
事
が
無
い
が
、
念
激
な
吸
渦
よ
り
起
る
不
均
等
膨
眠
の
結
果
、
多
く
の
亀
裂
乞
生
じ
、
粒
面
粗
殺
と
な
り
、

舌
面
の
味
菅
に
接
簡
す
る
面
積
小
と
な
っ
て
、
食
味
劣
る
が
如
く
感
や
る
事
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
斯
く
の
如
き
場
合
は
一
一
砲
の
機
械
的

障
害
で
あ
っ
て
化
事
的
劣
費
化
と
は
看
倣
し
難
い
の
で
あ
る
。

事

の

食

昧

に

就

て

一=一五



来
の
食
味
に
齢
凪
て

一一一一大

五
、
米
の
新
古
並
に
襲
質
米
の
食
味

新
古
と
は
大
集
中
で
年
月
を
粧
た
も
の
や
、
或
は
然
ら
ざ
る
も
の
の
意
味
で
あ
り
、
費
質
と
は
新
古
に
闘
係
た
く
、
化
製
的
劣
費
化
を
起

し
た
も
の
を
意
味
し
て
居
る
。
同
一
乾
燥
度
の
米
で
あ
っ
て
も
、
貯
離
方
法
、
貯
離
温
度
及
び
貯
蔵
年
敏
を
国
買
に
す
る
に
よ
り
、
又
同
一
米

で
あ
っ
て
も
、
乾
燥
度
や
貯
蹴
年
敷
が
異
る
に
よ
っ
て
費
質
の
度
を
異
に
す
る
。
榔
異
質
米
は
然
ら
ざ
る
米
に
比
し
て
水
素
イ
オ
ン
浪
度
が
小

と
な
り
、
葡
萄
糖
含
量
は
減
少
し
、
水
溶
性
乾
聞
物
量
も
減
少
し
て
居
る
。
(
多
掃
米
の
貯
離
と
貯
蔽
温
度
と
の
聞
係
参
照
〉

六
、
米
粉
糊
の
比
粘
度
芭
食
味
芭
の
闘
係

世
上
往
々
米
の
粘
り
の
強
調
、
或
は
米
掛
輔
の
比
粘
度
の
大
小
と
食
味
の
良
否
と
を
混
同
し
て
居
る
人
が
無
い
で
も
な
い
が
、
前
者
は

一

種
の
物
四
的
性
質
で
あ
り
、
後
者
は
化
接
的
物
質
量
の
多
少
を
現
は
し
て
居
る
。
卸
ち
前
者
は
主
と
し
て
米
腰
質
の
強
弱
を
示
す
物
理
的
性

質
で
あ
り
、
後
者
は
イ
オ
ン
化
し
た
物
質
か
或
は
口
腔
内
に
於
て
直
ち
に
イ
オ
ン
化
し
得
る
物
質
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
非
腰
質
の
形
態
乞

し
，た
物
筑
量
の
多
少
に
起
凶
し
て
屈
A
M
。

一
般
に
粘
り
の
高
い
聞
は
笈
味
も
よ
い
け
れ
ど
も
.
前
に
も
記
し
た
如
く
、
新
米
に
於
て
は
必
や

し
も
比
粘
度
の
大
小
と
食
味
の
良
否
と
は
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
粘
り
と
か
、
米
粉
糊
の
比
粘
度
と
か
は
食
味
の
良

否
を
側
面
的
に
親
祭
す
る
参
考
資
料
位
に
思
っ
て
居
れ
ば
良
い
と
思
ふ
。

七
、
米
の
食
味
Z
品
種
ご
の
闘
係

米
の
食
味
は
口
問
橿
系
統
に
よ
っ
て
呉
る
と
は
常
に
聞
く
所
で
あ
る
。
今
前
掃
の
農
事
試
験
場
よ
り
得
た
試
料
に
つ
き
で
調
べ
た
結
岡
本
か
ら
、



品
種
系
統
別
に
優
良
な
る
も
の
か
ら
‘
不
良
な
る
も
の
迄
、
順

央
に
列
記
す
る
と
第
十
凶
衰
の
通
り
に
な
る
・

此
結
果
に
よ
る
と
、
中
銀
、
穀
良
都
乃
至
愛
閥
系
統
米
は

般
に
食
味
良
好
で
、
事
貨
旭
の
如
き
は
寓
人
之
れ
を
認
め
る
所

で
あ
る
。
以
上
の
順
位
は
必
占
y
し
も
稲
の
平
晩
性
と
は
一
致
し

て
居
る
と
は
云
へ
た
い
か
ら
し
て
、
将
来
は
品
種
の
選
回
悼
と
か

或
は
改
良
に
は
大
い
に
熟
考
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思

ふ。

λ
、
米
の
産
地
々
方
別
ご
食
味

• 

さ
の
嗣
係

米
の
食
味
は
産
地
に
よ
っ
て
国
間
る
と
と
は

一
般
に
認
め
ら
れ

る
臨
別
で
あ
る
。
之
れ
主
と
し
て
既
越
せ
し
土
質
と
の
欄
係
よ
り

来
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。
土
質
と
の
関
係
に
就
い
て
は
詳
述

し
た
か
ら
省
略
す
る
と
し
て
、
放
で
は
各
地
農
事
試
験
場
よ
り

得
た
る
米
に
続
い
て
調
べ
た
結
果
に
よ
っ
て
、
皐
に
地
方
別
に

米

の

食

味

に

獄

て

品誼別より観たる食味の順位

品種系統別 |給量 |順位 品種系統別 |産品|順位

中 銀 9ラ.鴎6 1 新 石 白 6% .54 13 

穀 良 都 8.25 2 衣笠早生 6.54 14 

機 系 統 7.64 3 組尾系統 6.53 15 

不作不知 7-59 4 壷中将六按 6.却 16 

一 保 7.51 5 関取系統 6.19 17 

旭 系 続 7.11 6 費国 崎 6.01 18 

愛闘系統 6-88 ア 玉 の 弁 ら98 19 

神力系統 &回 s 亀 治 5.回 20 

陸軍司一三二貌系統 6.四 9 蓋中六五駿 5.84 21 

1¥ 皮 6回 10 t)j主系統 5.日 盟

蓋北六盟理 6.57 11 農林一貌系統 5.47 23 

銀坊 主 系統 6.55 12 鹿 事篠 ら35 24 

第十四表
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米

の

食

味

に

就

て

よ
っ
て
、
水
溶
性
乾
聞
物
の
量
か
ら
観
た
食
味
の
順
位
を
列
記
す
る
事
と
す
る
。
固
よ
り

訟
に
地
方
別
と
し
た
の
は
金
闘
を
教
職
宛
に
大
別
し
た
も
の
で
b
る
・
故
に
一
小
地
方
或

は
一
臓
に
関
し
た
も
の
は
、
各
鯨
米
に
就
い
て
調
べ
た
結
果
に
よ
ら
な
く
て
は
な
ら
た
い
。

結
果
は
第
十
五
表
の
通
り
で
あ
る
。

斯
く
地
方
に
よ
っ
て
食
味
に
差
異
が
あ
る
か
ら
し
て
、
食
味
不
良
の
地
方
は
品
種
の
港

• 
揮
、
乾
燥
に
留
意
し
て
、
切
角
栽
培
す
る
以
上
は
産
れ
っ
き
美
味
な
も
の
を
、
又
切
角
作

っ
た
以
上
は
味
の
良
く
た
る
や
う
に
努
め
度
い
も
の
で
あ
る
。
最
下
位
の
地
方
で
も
最
上

位
は
望
め
な
い
に
し
て
も
、
中
位
や
或
は
そ
れ
以
上
に
・
な
す
事
は
決
し
て
困
難
で
は
な
い

と
思
ふ
。

九
、
降
雨
哉
は
浸
水
芭
米
の
食
味
さ
の
関
係

稲
は
刈
取
後
降
雨
或
は
浸
水
に
よ
っ
て
費
芽
さ
へ
催
す
事
が
る
る
・
斯
る
米
の
食
味
の

劣
る
事
は
、
屡
々
経
験
す
る
所
で
あ
る
の
然
ら
ば
若
し
牧
雄
期
近
く
の
稲
、
或
は
牧
穫
後

の
稲
が
、
降
雨
或
は
浸
水
に
便
さ
れ
た
場
合
に
葡
萄
糖
、
水
溶
性
乾
聞
物
、
同
等
に
如
何

な
る
費
化
を
生
や
る
か
佐
知
る
矯
め
に
、
(
イ
〉
昭
和
十
二
年
秋
産
の
青
柳
、
雄
榊
の
稲
を

試
料
と
し
、
二
、
四
、
六
、
八
日
間
壷
夜
を
通
じ
人
工
降
雨
に
曝
し
、
後
日
照
に
よ
っ
て

一一ニ八

地方別より見たる米の食味順位

地 方 別産品量|煩位 11 地 方 別|錨草|順位
。〆Oノ 6。/.，06' 8 

靭 鮮 8.96 1 中園地方 7 

中部地方 〈表〉 7.印 2 .. 調理 6お 8 

関東地方 7.45 3 九州地方 9.01 9 

四園地方 7.24 4 中部地方 〈裏〉 5.96 10 

奥羽地方 6.75 5 北 昔話 道 5.50 11 

主E織地方 6.75 6 

第十五表



玄
米
の
水
分
合
量
を
一
四
%
迄
に
な
し
、
葡
萄
糖
、
水
溶
性
乾
田

物
、
同
等
を
測
定
し
、
〈
ロ
〉
旭
、
畿
内
晩
三
七
蹴
を
試
料
と
し
、

一
、
二
、
三
回
、
五
日
間
一
日
三
時
間
宛
浸
水
し
て
、
後
日
照
に

よ
う
て
玄
米
の
水
分
合
量
を
一
四
必
に
し
、
前
掲
項
目
の
測
定
を

行
っ
た
。
結
巣
は
第
十
六
表
及
び
第
十
七
衰
の
通
り
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
に
よ
る
と
、
米
は
降
雨
或
は
浸
水
に
侵
さ
れ
る
時

は
、
葡
萄
情
及
び
水
溶
性
乾
聞
物
量
減
少
し
、
共
上
戸
慨
も
低
下

す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
稲
は
牧
纏
後
出
来
得
る
限
り
降
雨
に
曝

す官事
b
E
避
け
、
叉
浸
水
に
便
さ
れ
る
事
を
防
ぐ
ぺ
く
‘
高
一
不
幸

侵
さ
れ
る
事
あ
る
時
は
、
速
に
乾
燥
し
て
、
化
接
的
劣
型
化
を
防

舟
¥
べ
き
で
あ
る
。

十
、
飯
の
食
味
古
水
質
さ
の
閥
係

、J
A
U
 α禅
問
徳
離
氏
は
飯
の
食
味
は
炊
飯
に
使
用
す
る
水
に
よ
っ
て

異
る
と
の
糟
験
談
を
費
表
せ
ら
れ
て
属
り
、
事
貨
吾
k

は
屈
身
共

ゃ
う
た
事
を
思
ふ
州
場
合
が
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
如
何
た
る
理
由

米

の

食

味

に

就

て

降雨と米の食味との開係

ヱ耐えと
葡萄機

百分中 |千榊 百分中| 千粒中
pH 

無慮理 2% .回 忍4 9% .剖 昂4 6.39 

二日間曝雨 2.57 0.53 8.75 1.82 6.39 

音締 四日 " 
3.03 0.63 9.86 2.時 6.37 

六日 " 
2.61 0.54 8.66 1.81 6.32 

八日 " 2.37 
0.49 7.70 1.61 6.25 

無虜理 3.18 0.62 10.12 1.97 6.48 

二日間曝雨 3.17 0.62 10.12 1.99 6.41 

雄t申 四日 " 3.11 0.61 9.96 1.97 6.37 

六日 " 2.84 
O.時 8.96 1・'Tl 6.36 

八日 " 2.86 
O.回 8.回 1.72 6.31 

第十六表

一一-一九



米

の

食

味

に

就

て

浸水と米の食味との関係

示白竺l葡萄糖|…固物|
百分中 !干狩中 百分中|千粉中

pH 

4.3ラ47 0.7瓦9 
号4

2.2 無慮理 12.19 6.76 

一日浸水 3.69 0.69 12.46 2.35 6.71 

組 二日 " 3.37 0.61 10.81 1.95 6.67 

三日 " 3.26 0.62 9.邸 1.90 6.66 

四日 " 3.62 0.67 11.18 2.07 6.E6 

五日 " 3.29 O.回 10.15 1.96 6.59 

無慮理 3.73 0.77 10.82 2.24 6.64 

一日浸水 2.部 0.59 8.52 1.75 6.62 

堅議
二日 " 3$1 0.75 10邸 2お 6.62 

三日 " 2.92 0.61 8.回 1.87 6.60 

四日 " 3.叩 O.槌 9.61 2.07 6.59 

五日 " 3.02 0.63 9.06 1.鈎 6.57 

第十七表

一
四

O

で
食
味
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
此
疑
問
を
解
F
A局
め
に
、

同
一
の
米
を
異
る
水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
水
で
炊
飯
し
て
、
飯
の

食
味
に
如
何
な
る
差
異
を
生
ゃ
る
か
を
調
べ
て
見
た
。

質

験

共

同
慣
五
・
五
九
、
六
・
二
七
、
六
・
六

0
.
六
・
九
五
‘
七
・
二
九

の
水
を
作
り
、
同
一
白
米
を
炊
飯
し
て
食
味
の
順
位
を
調
べ
て

見
た
。
但
し
飯
は
白
米
五

O
瓦
に
水
六
二
位
の
割
合
に
加
で

コ
ツ
ホ
殺
菌
釜
中
で
五

0
分
間
蒸
煮
し
た
る
も
の
で
、
飯
の
温

度
二

O
l四
O
度
で
調
ペ
た
。
結
果
は
第
十
八
衰
の
趣
り
で
あ

る
此
結
果
に
よ
る
と
、
同
六
・
九
五
、
七
・
二
九
の
水
で
炊
飯
し

た
も
の
L
食
味
は
最
も
良
好
で
‘
そ
れ
よ
り
水
の
刊
が
小
と
な

る
と
食
味
は
順
次
に
低
下
し
て
居
る
。
卸
ち
飯
は
酸
性
の
度
強

い
水
で
炊
く
と
味
が
劣
る
事
が
判
る
。

買ー

験

共

同
様
の
嘗
臓
を
同
五
・

0
、
五
・
五
、
六
・

o、
六
・
五
、
七

-
O、



八

-
Oの
水
で
行
っ
て
見
た
が
、
結
果
は
第
十
九
表
の
通
り
で
あ
る
。

此
場
合
刊
七
・

t
八
の
水
で
炊
飯
し
た
も
の
設
も
良
好
で
、
そ
れ
よ
り
同
小
と
怠
る
に
従
う
て
食
味
は
低
下
し
て
居
る
。

七
・
五
、

水のpHと飯の食味順位

資
・
験

~ 

第十八表
た
飯
と
な
っ
た
。

賓

其

験

四

更
に
同
様
の
宵
輸
に
よ
っ
て
水
の
凶
と
味
覚
と
の
開
係
如
何
、
叉
飯
の
色
樺
如
何

を
調
べ
て
見
た
。
結
呆
は
第
二
十
衰
の
通
り
で
あ
る
。

此
結
果
に
よ
る
と
同
六
・

O
一
の
水
で
炊
飯
し
た
も
の
は
酸
離
の
何
れ
を
も
感
ぜ

な
か
っ
た
が
、
梢
k

・
冷
き
感
じ
を
輿
へ
た
。
同
が
そ
れ
よ
り
小
と
な
る
に
従
ひ
酸
味

を
感
じ
、
之
れ
に
反
し
て
凶
が
大
と
な
る
に
従
ひ
嗣
味
を
感
じ
た
・
叉
水
の
同
小
な

る
場
合
は
其
色
白
色
不
透
明
で
あ
る
が
、
州
大
と
な
る
に
従
っ
て
弐
第
に
透
明
の
度

を
増
し
、

一
見
し
て
多
分
の
食
慾
そ
喚
起
せ
し
め
た
。
又
水
の
州
大
と
な
る
に
従
つ

て
飯
の
色
樺
を
増
し
、
良
く
緊
り
、
粒
形
整
っ
て
崩
寝
す
る
事
無
〈
、
美
視
を
呈
し

食
味
も
亦
優
良
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
本
貨
験
で
水
の
同
七

l
八
の
も
の
が
最
も
優
良

弐
に
異
ろ
凶
の
水
で
炊
飯
し
た
際
米
の
凶
と
飯
の
刊
と
の
聞
係
及
び
水
の
凶
と
飯
の
同
と
の
閥
係
を
知
る
翁
め

戸
六
・
七
四
の
米
を
用
ひ
、
炊
飯
後
の
飯
の
刊
を
測
定
し
た
。
結
果
は
第
二
十
一
表
の
通
り
で
あ
る
。

米

の

食

味

に

就

て

5 飯の食味ー]

の水

四



米

の

食

妹

に

就

て

水のpHと飯の食味及び共他

|帥位| |光得|粒水のpEI| 妹 ft 色

4.01 酸味を感じ冷〈感ず 5 白色不透明 光湾少し 粒形墜lまず

4.99 微に酸味を感じ冷〈感ず 4 
書室 光揮

警|6.01 感ぜず、冷〈感ず 3 

す者 + | 7.0 微に由民味を感ず 2優 度を増しなると ↓ ' 
りふ+

8.0 精k由民味を感じ温〈感ず 1優 光湾多し |

第二十表

水の pHと飯の pH

水のpH 4.0 4.99 6.01 6.27 6.60 7.0 7.29 8.0 

飯のpH 4.53 5.34 5.84 6.03 6.37 6.78 6.97 7.36 

3p水iH2と誌の飯差とのの
く+)0.53C+)0.35Cー)0.17ICー)0.24c-〉0az2d71〈ー)0担〈ー当〈→a臼

〈ー)2.21(ー)1.ω(ー)0・叩|〈ー)0・71〈ー)O.37IC+ )0.04 (+ )O.23:C + )0.62 

第二十一表

国

此
結
果
に
よ
る
と
、
飯
の
刊
は
水
の
刊
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
る
事
極
め
て
大
で
あ
る
け
れ
ど
も
叉
米
の
同
も
闘
興
し
て

水
及
び
米
耐
者
の
何
れ
と
も
異
っ
た
阿
慣
を
示
し
て
居
る
。

そ
し
て
凶
小
な
る
水
よ
り
得
た
飯
の
同
は
、
水
の
戸
よ
り
も

梢
k

大
き
い
航
乞
示
し
た
け
れ
ど
も
戸
大
な
る
水
か
ら
得
た

飯
の
刊
は
、
水
の
凶
よ
り
も
小
な
る
値
を
示
し
た
。
之
れ
等

の
賄
よ
り
す
れ
ば
、
飯
の
同
は
米
の
戸
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
事
は
勿
論
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
水
の
刊
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
る
事
の
遁
に
大
き
い
場
合
の
あ
る
事
が
判
る
。
故
に
一
般

に
飯
の
凶
は
水
の
同
に
左
右
さ
れ
る
事
が
極
め
て
大
で
あ
る

と
す
べ
き
で
b
る
。
卸
ち
同
一
の
米
で
も
、
刊
の
小
な
る
水

で
炊
飯
す
れ
ば
不
味
と
な
り
、
同
比
較
的
大
た
る
水
で
炊
飯

す
れ
ば
色
禅
食
味
共
に
優
良
と
な
る
。
故
に
飯
の
食
味
は
炊

飯
に
際
し
、
使
刑
す
る
水
質
の
如
何
に
左
右
さ
れ
る
事
が
大

で
あ
る
と
3芸
，、、
る
([) 

で
あ
る

賢

共

験

五



に
す
る
事
が
あ
る
か
ど
う
か
。
叉
異
る
と
す
れ
ば
優
良
な
食
味
を
呈
す
る
弁
水
の
刊
は
如
何
。
以
上
の
鮪
を
撚
る
銭
め
に
、
共
配
六
ケ
所
の

井
水
を
使
用
し
て
飯
の
食
味
を
調
ペ
、
併
せ
て
井
水
の
凶
を
も
測
定
し
た
。
結
果
は

上
述
の
賓
験
は
人
録
的
に
作
っ
た
水
を
使
用
し
た
が
、
然
ら
ば
吾
K

が
日
常
使
用
す
る
井
水
で
は
如
何
。
師
ち
井
水
に
よ
っ
て
食
味
を
築

井水の pH慣と

飯の食味順位

第二十二表

弁 水 別 l前 lES2
倉敷市の水道水 6.97 1 

大原農業研究所内弁戸水 6.96 2 

都宮郡浦田村弁戸水 6.84 3 

書官密郡中庄村弁戸水 6.79 4 

都窪郡得江村弁戸水 6.79 4 

倉敷市大高弁戸水 6.53 5 

三
、
摘
要
民
ぴ
結
論

第
二
十
二
衰
の
通
り
で
あ
る
。

此
結
果
に
よ
る
と
、
倉
敷
附
近
で
ぼ
常
使
用
す
る
井
水
及
び
水
道
水
の
同
は
六
・

五三一

l
六
・
九
七
の
航
笠
木
し
、
共
幅

0
・
四
回
で
あ
る
。
そ
し
て
飯
の
食
味
は
井
水

の
同
の
大
小
と
極
め
て
良
く
一
致
し
、
水
の
同
大
な
る
も
の
程
食
味
も
亦
良
好
で
あ

る
事
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
同
一
の
米
で
も
v
炊
飯
に
使
用
す
る
水
の
戸
に
よ
っ

て
飯
の
食
味
の
異
る
事
を
知
り
、
前
記
賓
験
結
果
と
良
く
一
致
・
し
た
。
放
に
井
水
の

同
も
、
飯
の
食
味
に
闘
興
す
る
事
が
極
め
て
大
き
い
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。

以
上
記
述
し
た
事
を
総
括
す
る
と
、
共
の
通
り
に
な
る
。

一
、
米
の
味
の
良
否
は
、
米
の
水
素
イ
オ
ン
浪
度
の
犬
小
、
並
に
米
の
水
槽
性
乾
聞
物
量
の
多
少
と
密
接
の
開
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
此
両
者
を
以
て
味
の
良
否
の
指
標
と
す
る
事
が
出
来
る
。
撚
る
時
は
、
米
の
味
を
客
甑
的
に
取
扱
ふ
事
が
出
来
る
。

米

の

食

味

に

就

て

四



米

の

食

味

に

裁

て

一
四
回

二
、
青
4
4
b
ι

約
二

O
%前
後
含
ん
だ
程
度
の
熟
度
の
米
は
、
葡
萄
情
、
並
に
水
溶
性
乾
聞
物
含
量
多
〈
、
食
味
が
最
も
良
い
。

三
、
米
の
味
は
栽
培
地
の
土
質
に
よ
っ
て
異
る
か
ら
.
味
の
良
い
米
を
得
る
に
は
土
質
に
遁
癒
し
た
、
品
種
系
統
を
濯
揮
す
る
要
が
あ
る
。

問
、
米
の
乾
煉
は
食
味
を
助
長
す
る
殻
果
と
そ
あ
れ
、
低
下
す
る
も
の
で
は
な
い
。
併
し
温
度
、
加
温
時
間
、
乾
陳
述
度
を
誤
れ
ば
食
味

を
低
下
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
、
誤
ら
ざ
る
乾
燥
方
法
で
あ
れ
ば
、
過
乾
米
と
な
っ
て
も
有
味
物
質
量
を
誠
少
す
る
事
は
な
い
。
併
し
念
激
な
る
吸
渦
に
あ
る
不
均
等

膨
脹
に
起
因
し
て
、
飯
粧
が
味
曹
に
接
燭
す
る
面
積
が
小
と
な
る
た
め
、
食
味
劣
る
が
如
く
感
や
る
事
あ
る
も
、
そ
れ
は
化
接
的
費
化
で
は

た
〈
し
て
物
理
的
障
害
で
あ
る
・

六
、
米
は
一
般
に
乾
燥
の
進
む
と
共
に
、
有
味
物
質
量
の
成
生
蓄
積
が
増
大
す
る
。

八
、
米
の
有
味
物
質
の
成
生
量
は
、
乾
埠
温
度
比
較
的
低
き
場
合
に
多
き
傾
向
を
示
す
。
叉
同
一
温
度
で
は
、
乾
燥
の
速
な
る
も
の
は
然

七
、
乾
燥
に
よ
る
米
の
有
味
物
質
の
成
生
は
、
牧
礎
後
の
乾
燥
時
期
の
早
晩
に
よ
ワ
て
異
h

え
枇
陸
後
の
乾
燥
着
手
期
の
遅
れ
る
に
従
ひ

有
味
物
質
の
成
生
量
は
少
い
。

ら
ぢ
る
も
の
に
比
し
有
味
物
質
の
成
生
量
は
多
い
。

九
、
古
米
並
に
費
質
米
の
食
味
の
低
下
は
、
主
と
し
て
水
溶
性
乾
聞
物
及
び
水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
費
化
に
起
因
す
る
。

十
、
粘
り
或
は
米
掛
糊
の
比
粘
度
は
、
直
接
食
味
の
良
否
を
現
は
す
も
の
で
は
友
〈
、
米
の
食
味
を
側
面
的
に
観
察
す
る
参
考
資
料
位
の

も
の
で
あ
る
。

十
一
、
米
の
味
は
産
地
に
よ
り
、
叉
品
種
系
統
に
よ
っ
て
異
る
。



十
二
.
降
雨
又
は
浸
水
に
便
さ
れ
た
る
米
は
、
有
味
物
質
の
成
生
少
く
、
同
慣
も
低
下
し
て
食
味
不
良
で
あ
る
。

《
昭
和
十
三
年
三
月
二
口
V

る
に
後
ひ
不
自
民
と
た
る
。

十
一
一
一
‘
飯
の
味
は
.
炊
飯
に
使
用
す
る
水
の
凶
債
の
犬
小
に
よ
っ
て
異
H
Y
、
普
通
に
は
凶
煩
約
七
前
後
の
水
を
良
し
と
し
.
同
債
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薗
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永
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